
令和7年度病院プラン結果概要（医療機関別）（大阪市二次医療圏）

3-2 回復期（リハ）

【北部】

1 大阪市立総合医療センター ② 都島区 1 公立 【再編統合病院一覧参照】

2 大阪市立十三市民病院 ー 淀川区 1 公立 ②急性期病院 224 224 5 219 0 0 0 0 0 0 100% 0% 0% 0% 224 192 5 187 32 0 32 0 0 0 0 ▲ 32 0 ▲ 32 32 0 32 0 0

【昨年度協議会で将来に向けた病床機能について合意済】

・現在の医療需要を踏まえた上で、急性期（急性期一般１）32

床→回復期（緩和ケア）へ転換している（2025年10月）

3
公益財団法人田附興風会医学研究所　北

野病院
ー 北区 2 公的 ②急性期病院 685 643 145 498 0 0 0 0 42 0 100% 0% 0% 0% 685 643 145 498 0 0 0 0 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

4
社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会　中

津病院
ー 北区 2 公的 ②急性期病院 570 570 570 0 0 0 0 0 0 0 100% 0% 0% 0% 570 570 570 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

5 一般財団法人　住友病院 ー 北区 2 公的 ②急性期病院 496 496 13 483 0 0 0 0 0 0 100% 0% 0% 0% 496 496 13 483 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

6
社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪

府済生会　大阪整肢学院
ー 北区 2 公的 ⑦慢性期病院 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0% 0% 0% 100% 100 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

7
社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪

府済生会大阪北リハビリテーション病院
ー 北区 2 公的 ⑥回復期リハビリ病院 96 0 0 0 96 0 96 0 0 0 0% 0% 100% 0% 96 0 0 0 96 0 96 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ―

8
宗教法人在日本南プレスビテリアンミッション

淀川キリスト教病院
ー 東淀川区 2 公的 ②急性期病院 581 540 405 135 41 41 0 0 0 0 93% 7% 0% 0% 581 567 405 162 14 14 0 0 0 0 0 27 0 27 ▲ 27 ▲ 27 0 0 0

【昨年度協議会で将来に向けた病床機能について合意済】

・回復期（緩和ケア）27床→急性期（緩和ケア）へ転換予定

・平均在棟日数が、一時的にR７＞21日であったため、府基準で

回復期となったが、例年20日以内であるため、将来の病床機能は

急性期とした。なお、R6　19.8日であった。

※昨年度からの変更点（2026年に向けた病床機能）

府基準に照らした現状の病床機能を踏まえ、高度急性期360

床、急性期207床→高度急性期405床、急性期162床に変更

9 医療法人医誠会医誠会国際総合病院 ③ 北区
3 民間

等
②急性期病院 560 560 434 126 0 0 0 0 0 0 100% 0% 0% 0% 560 560 434 126 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【継続協議医療機関】

・令和５年10月に医誠会病院（東淀川区）と城東中央病院

（城東区）を統合し、北区扇町に新築移転。過剰病床への転

換を伴う計画であったため、平成30年度から継続協議となってお

り、令和３年4月元の機能に戻すこと等について府から文書にて要

請。

・加えて、再編統合前の城東中央病院において、継続協議中に

回復期（地ケア）27床、慢性期（障害者）91床を急性期

（急性期一般４）に転換されたので、令和４年４月元の機能に

戻すこと等について府から文書にて要請。さらに令和４年9月全病

棟急性期一般１に変更。

・令和６年４月、病床機能等の再検討について、府から文書にて

要請。

・これまでの文書要請に基づき、令和７年５月地域の医療機関

関係者等への丁寧な説明について要請。

※昨年度からの変更点

急性期（急性期一般１）23床→高度急性期（MFICU３床

＋NICU６床＋GCU14床）への転換計画については取り下げ。

最終的な令和6年度病床機能報告では、過剰病床への転換を

行わないこととなった。

10 大阪回生病院 ー 淀川区
3 民間

等

③急性期ケアミックス型病

院
300 254 56 198 46 46 0 0 0 0 85% 15% 0% 0% 300 194 10 184 106 0 106 0 0 0 0 ▲ 60 ▲ 46 ▲ 14 60 ▲46 106 0 0

【昨年度協議会で将来に向けた病床機能について合意済】

・感染管理（隔離含む）病棟で看護師を多く配置しているため、

府基準で高度急性期となっているが、急性期病棟であるため高度

急性期（急性期一般１）46床→急性期（急性期一般１）へ

転換予定

【医療・病床懇話会後病院プラン修正】

・急性期（急性期一般１）60床＋回復期（地ケア２）46

床）計106床→回復期（回リハ１）へ転換予定（2026年6

月）

11 社会医療法人協和会　北大阪病院 ー 淀川区
3 民間

等

③急性期ケアミックス型病

院
77 39 0 39 38 0 38 0 0 0 51% 0% 49% 0% 77 0 0 0 77 39 38 0 0 0 0 ▲ 39 0 ▲ 39 39 39 0 0 0

・急性期（急性期一般５）39床→回復期（地域包括医療）

へ転換予定（2026年４月）
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注：令和6年度病床機能報告において、「現状の報告病床数」と

「2025年の必要量」の「実数の差」もしくは、「全体病床数に占める

割合の差」が過剰な病床機能。
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